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▶〈02〉掘削機械

15-〈02〉-02
住友建機
後方超小旋回型林業用ベースマシン

SH75X-6A

’15.02発売
モデルチェンジ

2�1� 年ഉ出ガス規੍にద合した৽ܕ 7トンޙ方小ટ回ܕ༉ѹ

ショϕル「S)759�6"」のྛ業用ϕースマシンである。೩ྉタンク

を従来機ൺ 2�ˋアッϓし，څ༉αイクルのԆ長と長࣌間運సを可

とした。ϋーϕスタ様では，೩අϞードのまま࠷高回సで

νェーンソーをえるオートアクテΟブソーϞードˎ1 を標準備，

また木ࡐάϥッϓル様ではϓロϙーショナルスイッνˎ2 をオϓ

ション備している。

キϟブ内૽Իを 8 E#（"）ݮし，पลͩڥけでなくオϖレー

タにも配ྀしている。23� の˃ޙ方ࢹքをカバーする/&T*S（৽技

術情報ఏڙシステϜ）のフΟールドϏϡーϞχター（'7M）を標

準備し，また3OPSキϟブも搭載して҆શ性の向্をਤっている。

ˎ 1ɿ��オートアクテΟブソーϞードɿオートソーସスイッνを

O/にするͩけで，௨ৗの木ࡐϋンドϦンάૹ࣌ࡐは，೩අ

を重ࢹしてΤンジン回సをえ，νェーンソー用࣌は，自

動的に࠷高回సに্ঢする機構。

ˎ 2ɿ��ϓロϙーショナルスイッνɿアタッνメントのϖダルૢ作を

レバーにऔΓけられたスϥイドスイッνでࢦઌૢ作できる

ようにしたもので，ϖダルૢ作よΓർれにくく，ࣼ地での

ૢ作が容қになる。

දᴷ �　4)��9��" ͷओͳ༷

ϋーϕスタ様 木ࡐάϥッϓル様

運స質量（ブレード༗）� （U） 8�28 8�1�

定֨出力 （L8�NJOʵ 1） ���2���

ഉؾ量� （-） 2�17�

೩ྉタンク容量� （-） 12�

作動༉容量� （-） �6�3

�ܘେ作業࠷ （N） 6��3 5�36

�େ作業高さ࠷ （N） 6�72 6�33

�େ作業ਂさ࠷ （N） 3��3 3��8

�ܘટ回ޙ （N） 1�35

શ長�（ブレード༗）� （N） 6�3�

アッύーશ෯� （N） 2�27

શ高� （N） 2�72

クローϥશ長� （N） 2�8�5

クローϥશ෯� （N） 2�32

シϡー෯� （N） ���5

�地্高࠷ （N） ��36

Ձ֨（੫ൈき）ˎ3�（ඦສԁ） 25

ˎ 3ɿブレード，,&S-"2�S) アタッνメントき

合ͤઌɿॅ༑建機ൢച᷂　営業企画部

˟ 1�1�6�25　東ژ۠େ࡚ 2�1�1

ࣸਅᴷ �　ॅ༑建機　4)��9��"　ํޙখટճۀྛܕ༻ϕʔεϚγϯ

15-〈02〉-04
クボタ
ミニバックホー（後方小旋回形）

TOUGHシリーズ　U-30-6

’15.04発売
新機種

ަ௨ল第ࠃ 建設機ցのܕഉ出ガス基準・および૽Ի࣍3

基準にద合した自社Τンジンおよび *SO҆શ規֨のTOPS（ˎ 1）�

OPG（ˎ 2）トッϓガードレϕルᶗ（ˎ3）に準ڌした 2本支பのキϟϊϐ，

シートϕルトを標準備して，҆શ性を高めた 3 U クϥスޙ方小ટ

回形ミχバックϗーである。

バέット۷力を 13ˋアッϓ（従来機ൺ）・ブーϜΓ্͛力を

22ˋアッϓ（従来機ൺ）したことによΓ，作業ޮを向্さͤてい

る。

ૢ作レバーを中立の位ஔにすと �ඵޙに自動的にΤンジンが　

アイドϦンάঢ়ଶとなΓ，࠶びૢ作レバーを動かすとݩのΤンジン

回స数に্ঢする「オートアイドル」によΓ，ল೩අ・૽Ի化を

ਤっている。

作業中も画面が確認しやすい「લஔきデジタルメータ」を機体の

લ面に配ஔし，େきな画面とシンϓルなදࣔによΓ，見やすさを向

্さͤている。
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දᴷ �　6����� ͷओͳ༷

バέット容量� （N3） ����

�さਂେ۷࠷ （N） 2�82

�ܘେ۷࠷ （N） ����5

�高さେ۷࠷ （N） ��57

機ց質量� （U） 2���

定֨出力� （L8（PS）�NJOʵ 1） 18��（25�7）�22��

行度　高ʗ� （LN�I） ��6ʗ3�1

�力ࡔొ （度） 3�

接地ѹ� （LPB） 2��3

�地্高࠷ （N） ��2�

クローϥશ෯（シϡー෯）� （N） ��3

શ長ʷશ෯ʷશ高（༌ૹ࣌）� （N） ��53 ʷ 1�55 ʷ 2��65

Ձ֨� （ඦສԁ） 5�1�62

ˎ 1　��TOPSɿTJQ�OWFS�PSPUFDUJWF�SUSVDUVSF　ԣస࣌にシートϕ

ルトをணした運స者を保ޢする構

ˎ 2　��OPG�ɿOQFSBUPS�PSPUFDUJWF�GVBSET　トッϓガード

ˎ 3　��トッϓガードは，運స੮্方からのམ下に対してオϖレー

タを保ޢする構で，レϕルᶗは小さいؠੴおよびഁยͦの

ଞの小形体からの保ޢを目的としている（+*S�"8�22）

ࣸਅᴷ �　ΫϘλ　6�����　ϛχόοΫϗʔ

දᴷ �　.$���$ͷओͳ༷

クレーン容量� （U）ʷ（N） 2��8 ʷ 1��

�ܘେ作業࠷ （N） 8��25

�େ地্༲ఔ࠷ （N） 8��

�େ地下༲ఔ࠷ （N） ʵ12

フック্ר度� （N�NJO） �（�  � 本ֻ）

ブーϜ長さ� （N） 2�535 ʙ ��13� ʙ 5�685 ʙ 7�2�� ʙ 8�7�5

ブーϜ৳度� （N�TFD） 6�26�2�

ブーϜى度� （度 �TFD） � ʙ 8��1�

ટ回度� （度 �TFD） 36��6�

定֨出力� （L8�NJOʵ 1） 1��8�26��

行度　1ʗ 2�（LN�I） � ʙ 1�6ʗ� ʙ 2�6

�力ࡔొ （度） 2�

アウトϦガ࠷େு出෯
��57� ʷ 3�7�� ʷ ���66

�ଆʷલଆޙଆ・ӈଆʷࠨ （N）

શ長ʷશ෯ʷશ高� （N） 2�75 ʷ ��6� ʷ 1���

機ց重量� （U） 1�77

Ձ֨（੫ผ）� （ඦສԁ） 6�3

（注）��（1）ガソϦンΤンジンを搭載�
（2）ブーϜはશ自動 5ஈ（2ஈॱ3，ॖ৳࣍ʙ 5ஈ同࣌৳ॖ）�
（3）アウトϦガ࠷େு出෯はアウトϦガ中心間ڑ�
（�）૽Իܕ建設機ցࢦ定

▶〈05〉クレーン，インクラインおよびウインチ

15-〈05〉-01
前田製作所
クローラクレーン（伸縮ブーム形）

MC295C

’15.02発売
モデルチェンジ

建設ࡐࢿのՙ作業用として，ࢁ間ࣼ部，ڱい建設現場，Ϗル

内部や্なͲで෯広く用される 2�� U クϥスのクレーンであΓ，

作業力の向্をਤってϞデルνェンジしたものである。

従来機のMC285C にൺ，クレーン容量や࠷େ作業࠷・ܘେ

地্༲ఔを向্さͤ，さらに機体શ෯を小さくしたことで，よΓڱ

所の進ೖを可としている。また༉ѹ行2ସの採用によΓ，

不整地ではΏっくΓとした 1Ϟード，整地ではい 2Ϟードと

用్にదしたスϐードで行が可となΓ，Ҡ動のޮ化をਤって

いる。

ܕガバナき7ࢠి 2 ガソϦンΤンジンによΓ，҆定したؾ

スϐードでクレーン作業を行うことができる。さらに，ి受信ঢ়

かる方向ϥジコンを標準備し，ૢ作性を向্さͤて࣌がৗگ

いる。

҆શஔとして，רաܯ報ஔ，༉ѹ҆શห，సܯ報ஔ，༉

ѹ自動ロックஔ，ਫ準器，ֻۄけϫイϠ֎れࢭめ，ܯ報ブザーを

標準備している。

合ͤઌɿ᷂クϘタ　建設機ց営業部　営業 1άルーϓ

˟ 573�8573　େࡕຕ方ࢢ中ٶେ 1ஸ目 1൪ 1߸
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合ͤઌɿ��᷂ લా作所　産業機ց本部　産機事業部　営業部

　　　　　ൢച促進՝

˟ 388�8522　長ࣰࢢϊҪޚฎ 1��5

ࣸਅᴷ �　લా࡞ॴ　.$���$　ΫϩʔϥΫϨʔϯ

15-〈05〉-02
大裕
消波ブロック吊上装置

 F3C

’14.08発売 
新機種

工事におけるফブロック，ඃ෴ブロック，コンクϦート構ߓ

のഁ֪ࡅなͲのఫڈ作業やੵΈࠐΈに用いる༉ѹۦ動ܕの࣋

ஔである。従来の機ցࣜάϥブ，バέπでは施工困難な種々のҟ

形ブロックの্͛が可である。

ஔは，࣋ஔ本体，ύϫーϢχット，ϗースϦールで構成さ

れておΓ，࣋ஔ本体をクレーンでΓ，本体動力をڅڙする

2本の༉ѹϗースの܁出しをి動のϗースϦールで行うことによΓ

ブロックの࣋を行っている。

ૢ作は，ϦϞコンによるࡾ本௺の開ดと，クレーンによる্͛ר

下͛のר 2系౷であΓ，クレーンのオϖレータによるϫンマンૢ作

が可である。また，࣋ஔ本体のଆ部にフックを設けておΓ，

クレーンの主ר及びิרによる 2点Γૢ作によΓ，ఫڈ・ਾ࣌

において࣋ૠೖ֯度や࣋ブロックの࢟֯度を੍ޚすることが

できる。

্͛作業中に༉ѹϗースがഁஅしても࣋ঢ়ଶをҡ࣋し，ブ

ロックのམ下をࢭできるように，ѹ力を保࣋するアキϡーϜレー

タと҆શห内ଂܕ༉ѹシϦンダを採用し，҆શを確保している。さ

らに，༉࿙れ等によΓສが一֎部作動༉がྲྀ出しても，ڥ・生

ଶ系のӨڹをݮできる生ղ性५༉7FSTJPO2（日本ڥ協

会認定基準）を採用している。

本体にオϓションの -&%ਫ中カメϥをऔΓけることによΓ，

オϖレータ੮，ધ্デッキなͲにϞχタで画૾をදࣔすることがで

දᴷ �　'�$ͷओͳ༷

࣋対象ブロック重量� （U） 12 ʙ 6�

ブロック種ྨ テトϥ，٭なͲ

機ցੇ๏　高さ� （N） 7�2

　　　　　෯� （N） 3�5

重量� （U） 27

ଳ設備　ύϫーϢχット� （） 1

　　　　　ϗースϦール� （） 1

�ं　　　　　 （） 1

Ձ֨� （ඦສԁ） 8�

合ͤઌɿେ༟᷂

˟ 572���77　େࡕ৸ࢢ点 �ஸ目 11�7

ࣸਅᴷ �　େ༟　'�$　ফϒϩοΫ্ஔ

きる。

࣋対象とするফブロックの形ঢ়は，テトϥϙッドܕ（重量

12 ʙ 6� U）を基本としているが，シΤークܕ，シーロックܕ，ϥ

クナܕ，ܕ٭やඃ෴ブロック，έーソンのഁ֪ࡅなͲ多種多様な

ブロックにも対Ԡしている。

本ஔをऔΓけるクレーンધは，্͛るブロックの重量と作

業ൣғによΓ選定する。

本ஔを用したແਓ化施工によΓ，ߓ工事のブロックのେܕ

化によるજਫ作業のݥة，જਫ࢜の高ྸ化によるܧޙ者の不在や，

ւ象件ѱ化にうՔಇ下のをղফすることがظされる。
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15-〈05〉-03
日立住友重機械建機クレーン
クローラクレーン

SCX700-3

’15.03発売
新機種

オフロード๏ 2�1� 年ഉ出ガス規੍，༌ૹ規੍に対Ԡした࠷େつ

Γ্͛ՙ重 7� U のクローϥクレーンである。

「ૉ SC3システϜ」を採用した৽ܕクϦーンΤンジンによΓ，

従来機にൺ /OY（ૉࢎ化），PM（ཻࢠঢ়質）ともに

���ݮさͤている。

さらにオートアイドルストッϓ機に加え，ܰෛՙ࣌にΤンジン

回సのままϋイスϐードのר・্͛ר下͛を可にする &COウ

インνϞードを搭載しておΓ，これによΓ，CO2 のഉ出ݮおよび

೩අ向্をਤっている。

作業面では，ޙܘをクϥス࠷小の 3��8 N とし，ڱᯀ地に対

Ԡさͤるとともに҆શ性に配ྀしている。また，カウンタウΤイト

検出きのݮগカウンタウΤイト様（オϓション）によΓ，重量

੍限のある構やڮࢅなͲ，様々な現場ঢ়گに対Ԡしている。

フϦーフΥールϞード対Ԡウインν（オϓション）に備えたブレー

キϖダルには，従来の౿ΈࠐΈࣜϖダルにえてコントロールしқ

いつΓ下͛ࣜϖダルとしている。Ϧンク構の見直しによΓ，つΓ

ՙ重量によるૢ作֮ײのม化をえるなͲ，ણࡉなブレーキૢ作に

よΓ，ૢ作ർ࿑もܰݮさͤている。

また，ટ回機構は，コントロールしやすいスϜーζなટ回動作を

実現さͤている。ટ回中立ブレーキやڧ෩࣌のટ回ૢ作にޮՌを発

するટ回ブレーキૢ作ϖダル（オϓション）によΓ，オϖレータش

の経験や技量に頼ることのない容қなૢ作としている。

標準備の༧保શシステϜ「ϦϞートセンシンά」によΓ，機

දᴷ �　4$9����� ͷओͳ༷

クレーン様 タϫー様

�ܘେつΓ্͛ՙ重ʷ作業࠷ （U ʷN） 7� ʷ ��� 13 ʷ 1���

ブーϜ長さ� （N） ��5 ʙ 5��5 ʵ

タϫー長さ� （N） ʵ 21�7 ʙ �2�7

タϫージブ長さ� （N） ʵ 1� ʙ 31

ローϓ度　フロントʗϦϠ�（N�NJO） 1�5

　　　　　　ブーϜى෬� （N�NJO） 67

　　　　　　タϫージブى෬�（N�NJO） ʵ 55

ટ回度� （NJOʵ 1） 5��

行度（高ʗ）� （LN�I） 1�8ʗ1�2

�力ࡔొ （�） 3�

Τンジン໊শ カミンζ2S#6�7
（2�1� 年基準ద合）

定֨出力� （L8（PS）ʗNJOʵ 1） 2�1（273）ʗ2���

�ܘޙ （N） 3��8�

接地ѹ� （LPB） �3 1�3

શ備質量� （U） 7��� 82��

Ձ֨（クレーン標準様ɿ੫ൈ）
� （ඦສԁ） 75�� 1�1��

注ɿද中，各作業度はෛՙによΓม化する。

ցの݈߁ঢ়ଶをѲし，ダウンタイϜの࠷小化とメンテナンスの向

্，整備࣌間やコストのݮをਤっている。

い合わͤઌɿ日立ॅ༑重機ց建機クレーン᷂　ൢച企画部

˟ 11����15　東ژ東۠東্ஸ目 �൪ 3߸

ࣸਅᴷ �　ཱॅ༑ॏ機械建機ΫϨʔϯ　4$9�����　ΫϩʔϥΫϨʔϯ

14-〈05〉-08
タダノ
ラフテレーンクレーン

CREVO 500G3α，GR-500N

’15.04発売
新機種

5� U Γのϥフテレーンクレーンである。ܰ量・コンύクトな 3

࣠キϟϦϠによΓ，ं྆総重量 357�5 LH でچϞデルよΓ 31�� LH

のܰ量化をਤっている。キϟϦϠ長は �53� NNで機動性に༏れ，

また，運స੮からバンύલ間をେ෯にॖし，લ方ࢹ認性の向্

をਤっている。さらにブーϜઌに 2方向の広֯カメϥを標準備

し，Ϟχタによるࢹ認性の向্で，ブーϜಥ出によるϦスクのݮ

をਤっている。

長࠷ 17�7 N，3 ஈフルオートジブによΓ，࠷େ地্༲ఔ 55�7 N

を実現し，高༲ఔ作業における作業ྖ域を֦େしている。また，ジ

ブのு出・֨ ೲ作業࣌の高所作業をなくした「S"CO�+JC（αコジブ）」

は，ブーϜશ৳長でもு出・֨ೲでき，҆શ性の向্とলスϖース

化を実現し，作業࣌間のॖを可としている。

デΟーθル特घ自動ं 2�11 年ഉ出ガス規੍対ԠのΤンジンは，

行࣌や作業࣌の自動࠶生機つき%P' を備している。また，

૽Իܕ建設機ցのࢦ定もऔಘしている。

キϟϏンのアクセスを҆શに行う，֨ೲࣜのঢ߱ステッϓ，さ

らに，લ方とޙ方には，固定ࣜステッϓを設ஔし，Γにくいフϥッ
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දᴷ �　(3����/ͷओͳ༷

クレーンॾݩ

クレーン容量
ブーϜ� （U ʷN） 5� ʷ 2�3

ジブ� （U ʷ ）˃ � ʷ 77

　ブーϜ長さ� （N） ��6 ʙ 37��

　ジブ長さ� （N） 8�� ʙ 17�7

ブーϜى෬֯度� （ ）˃ � ʙ 8�

ジブオフセット� （ ）˃ 5 ʙ 6�

キϟϦϠॾݩ

Τンジン໊শ カミンζ2S-���"

Τンジン࠷େ出力� L8ʨPSʩ�NJOʵ 1ʨSQNʩ 276ʨ375ʩ�1���ʨ1���ʩ

Τンジン࠷େトルク� /・NʨLHGŋNʩ�NJOʵ1ʨSQNʩ 1��1ʨ152ʩ�15��ʨ15��ʩ

શ長� （N） 12�6�

શ෯� （N） 2�78

શ高� （N） 3�7�5

�ڑ࣠ （N） 1�5� ʴ ��6�

Ձ֨（੫ผ）� （ඦສԁ） 68��

注）Ձ֨は，備等によΓҟなる

トフェンダーと共に，҆શなঢ߱・Ҡ動を可としている。

ͦのଞ，クレーンの作業࣌や行࣌の೩ྉফඅ情報をৗにදࣔす

る「೩ྉফඅϞχタ」や，作業中のクレーンの不要なΤンジン回స

数を੍ޚする「Τコ ŋϞード」，ͦして作業中の༉ѹϙンϓు出量

の࠷ద੍ޚをਤる「ϙジテΟブ・コントロール」なͲ，೩අ対Ԡ

をਤっている。また，ܞଳ௨信によるクレーンのՔಇঢ়گ，GPS

による位ஔ情報確認，さらに保क管理のための情報をウェブαイト

でαϙートするテレマテΟクス8FC 情報αーϏス�h )&--O�/&T �ɦ

を備している。

ࣸਅᴷ �　λμϊ　$3&70����(�Ћɼ(3����/　ϥϑςϨʔϯΫϨʔϯ

▶〈07〉せん孔機械およびブレーカ

15-〈07〉-02
キャタピラージャパン
油圧ブレーカ

H35Es/H45Es/H55Es/ H65Es

’14.12
新機種

1�5 トンから 5�5 トンクϥスのミχ༉ѹショϕル，スキッドステ

アローダ，およびコンύクトトϥックローダといった小ܕ向け

の༉ѹブレーカ �Ϟデルである。

༉ѹݯとなる各種小ܕ༉ѹショϕルの性をҾき出すことでଧܸ

力を発شし，ؠੴなͲをഁࡅできる。また，ブレーカの࣋つଧܸ性

を発شしやすいトッϓマウントのブϥέットˎ1 を採用している。

ϋウジンάˎ2 は対শ構を採用しておΓ，ロックΤッジˎ3 ຎ

には࣌ 18� 度ϋウジンάを回సして，対ଆのロックΤッジを用

することで，ຎのू中を͙ことができる。また，ُ྾を発生し

難い一体構のαイドϓレートや，ෛՙのू中を͙ۂ面形ঢ়のલ

ੴなͲがഁؠ。性を向্しているٱ面によΓ，༉ѹブレーカのޙ

。機構を備しているࢭするۭଧࢭされると自動的にଧܸをఀࡅ

さらに，άϦース（५ࡎ）のࢷڅやπールのަなͲも容қに

行える。

ˎ 1　��トッϓマウントのブϥέットɿ�ブϥέットは༉ѹショϕルと

ブレーカを接合するஔ。ブϥέットによってブレーカの্

部を༉ѹショϕルにணすることから，トッϓマウント（ॎ

う。トッϓマウントに対し，ブレーカのԣにுΓ出ݴと（ܕ

したブϥέットによってணするタイϓはαイドマウント

（ԣܕ）とݴわれる。

ˎ 2　��ϋウジンάɿ�ブレーカ内部の動力Ϣχットを෴うカバー。

ˎ 3　��ロックΤッジɿブレーカ本体部のຎをࢭするためにブ

レーカ本体のઌにணされたガード。

දᴷ �　�)��&T�)��&T�)��&T��)��&T ͷओͳ༷

)35&T )�5&T )55&T )65&T

運స質量� （LH） 125 171 26� 315

ଧܸ数� （回ʗ） 6���18�� 78��18�� 6���168� 72��17��

ΤωルΪー� （+） ��7 5�2 813 1�85

作動༉ྲྀ量� （-ʗ） 12�35 25�62 3��85 ���115

作動ѹ� （MPB） 16�5 17�� 16�5 16�5

લޙ長さ� （NN） 3�� 3�� 3�6 3�5

෯� （NN） 311 311 �51 �51

高さ� （NN） 86� 1��6 11�8 132�

πールܘ� （NN） �� 5� 58 68

πールಥ出長さ� （NN） 2�� 26� 32� 371

Ձ֨� （ඦສ，੫ผ） ��77 ���7 1�3 1��2

合ͤઌɿ᷂タダϊ　マーέテΟンά部

˟ 13����1�　東ژాُ۠ 2���12
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දᴷ �　4)��9��"�,, ͷओͳ༷

標準アーϜ ロンάアーϜˎ1

運స質量ˎ2� （U） 8�51 8�56

Τンジン໊শ いすʎCP��-&29

定֨出力� （L8�NJOʵ 1） ���2���

ഉؾ量� （-） 2�17�

೩ྉタンク容量� （-） 12�

�3ˎܘେ作業࠷ （N） 6�62 6���

�େ作業高さˎ3࠷ （N） 7�82 8�15

�େ作業ਂさˎ3࠷ （N） 3�18 3�58

�ܘ小フロント࠷ （N） 2��3 2�31

�ܘટ回ޙ （N） 1�35

શ長� （N） 6��5 6�5�

શ高� （N）� 2�8�

શ෯� （N） 2�32

標準シϡー෯� （N） ���5

Ձ֨（੫ൈき）� （ඦສԁ） 13�5

ˎ 1ɿアタッνメント回స機なし　
ˎ 2ɿΤンドアタッνメントを除く
ˎ 3ɿ作業ൣғはアーϜઌϐン位ஔでදࣔ

合ͤઌɿॅ༑建機ൢച᷂　営業企画部　

˟ 1�1�6�25　東ژ۠େ࡚ 2�1�1

ࣸਅᴷ �　��ॅ ༑建機　4)��9��"�,,　༉ѹγϣϕϧʢํޙখટճܕʣ
Ողମ༷

▶〈10〉環境保全およびリサイクル機械

15-〈10〉-03

住友建機
油圧ショベル（後方超小旋回型）
木造家屋解体仕様

SH75X-6A KK

’15.04発売
モデルチェンジ

木 2֊建Ոのղ体をޮよく行える༉ѹショϕルである。作

業高さ 8�15 N（ロンάアーϜ࣌）を実現し，ޙ方小ટ回ܕのޙ

ટ回ܘや広いࢹによΓ，ڱい場所での作業にもదした構と

している。ϞードସによΓେׂѹࡅ機Ϟードにすることで，্

ղ体から基ૅղ体までを 1で行うことができる。

従来機にൺ೩අ性を 5ˋݮさͤている。さらにキϟブ内૽

Իを 8 E#（"）ݮし，पลͩڥけでなくオϖレータにも配ྀ

している。/&T*S（৽技術情報ఏڙシステϜ）ొのフΟールド

ϏϡーϞχター（'7M）を標準備し，また 3OPS キϟブも搭載

して҆શ性の向্をਤっている。

合ͤઌɿキϟタϐϥージϟύン　広報ࣨ

˟ 158�853�　東ژੈా୩۠用լ ��1��1

ࣸਅᴷ �　Ωϟλϐϥʔδϟύϯ　$BU�& γϦʔζ　༉ѹϒϨʔΧ
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දᴷ �　'����8�ɼ#1��8�ͷओͳ༷

'17�185 #P3185

本体質量� （LH） 713� 6215

શ長� （NN） 5��5 5��5

શ෯� （NN） 1�55 1���

શ高� （NN） 1�7�

ฮ෯� （N） 1�75 ʙ ��1
（༉ѹ৳ॖ）

1�7 ʙ 3�1
（༉ѹ৳ॖ）

ฮް� （NN） 1� ʙ 15�

ฮ度� （N�NJO） 1�� ʙ 11

ϗッύ容量� （UPO） ���

定֨出力� （L8�NJOʵ 1） 3����22��

行ஔ形ࣜ ϗイールࣜ

Ҡ動度� （LN�I） � ʙ 7�5

締固機構 バイブレータ

ৼ動数� （)[） � ʙ 5�

加方ࣜ ϓロύンブロアバーナࣜ

Ձ֨� （ඦສԁ） 3���（੫ൈき） 2���（੫ൈき）

ਤᴷ �　σΟεϓϨΠ

ࣸਅᴷ �　ൣଟ機械　'����8�　ΞεϑΝϧτϑΟχογϟ

▶〈13〉舗装機械

15-〈13〉-02
範多機械
アスファルトフィニッシャ
F1741W5，BP31W5，F1432W5，BP25W5

’15.9発売
新機種

PM除ڈ用のޙॲ理ஔ%PM'（デΟーθル・ύーテΟキϡレー

ト・マター・フΟルタ），コϞンレール，ブローバイガスؐݩஔ

の搭載及びిޚ੍ࢠによΓ，オフロード๏ 2�1� 年基準にద合した

アスフΝルトフΟχッシϟである。

基本力はલϞデルと同等としながら，各ஔの੍ޚをిޚ੍ࢠ

化することによΓ，ڥ性のΈではなく，ૢ作性，҆શ性，メン

テナンス性向্もਤっている。

ૢ作部には 7インνのカϥーデΟスϓレイ（図─ 1）を備して

おΓ，作業ঢ়ଶや注意ىשがΓやすく，また，ϗッύー内දࣔカ

メϥによΓ，ৗ࣌ϗッύー内合ࡐ量のঢ়گを確認しながらの作業

と同࣌にલ方の҆શ確認も可としている。

行ૢ作に関しては，度ௐ整を行うための行レバーの特性を，

施工࣌は重ࢹとなる特性とし，デΟスϓレイには行度レϕ

ルメータをදࣔ，さらにదਖ਼度レϕルをレϕルメーター্にදࣔ

（マーク）する機も備しておΓ，従来機よΓも施工度の設定

が容қなシステϜにしている。

合ࡐのൖૹについては，従来機同様ϘϦϡーϜによΓൖૹ度を

意に可ม可なシステϜとしておΓ，本ϞデルではデΟスϓレイ

にレϕルメータをදࣔし，さらにデΟスϓレイ্に備した高ࢃ

き出しϘタンをԡすことで一࣌的に࠷高度にして，合څڙࡐ不

。をਤっているݮ間ロスのܰ࣌の࣌

これらによΓ，ࠓまで以্に作業࣌のෛՙϜϥやϜダをえるこ

とができ，さらに本Ϟデルに加したΤコϞードを選すれ，作

業࣌௨ৗ 2��� NJOʵ 1 のΤンジン回సを下͛て施工可（ෛՙ্ঢ

性向্及ڥえ）なため，この機もซͤるとさらに自動࣌

び೩ྉඅݮもਤられている。また，アスフΝルトフΟχッシϟの

施工において，೩ྉඅはͦの作業ޮによΓେきくมわるため，デΟ

スϓレイにՔಇཤྺϖージを設け，աڈ 7Քಇ日のՔಇ࣌間（Τン

ジン運స࣌間，施工࣌間）をදࣔすることによΓ，ͦのデータを利

用して，ϢーザーଆでՔಇޮ向্や೩ྉඅݮの計画を立てるこ

とも可である。

また，デΟスϓレイには，%PM'関を中心に各種のࠂܯදࣔ

をすることで，事ނ，トϥブル等のະવࢭをਤっている。

本Ϟデルは，ഉガス対ࡦに必要なిޚ੍ࢠを，ͦれ以֎のஔの

，方๏の෯が広がったがޚにも利用することによΓ，各ஔの੍ޚ੍

ഉガス対ࡦによるՁ֨アッϓをえるため，࠷限必要な機器構成

の中で，ૢ作性の向্をਤっている。特に，作業者と機ցとのイン

ターフェイスの要となっているデΟスϓレイ内のදࣔとϘタンૢ作

は，直ײ的でわかΓқいデザインをコンセϓトとし，容қにૢ作で

きる機ցとして開発されている。
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合ͤઌɿൣ多機ց᷂　技術౷ׅ部

˟ 555���11　େࢢࡕཎ۠ౡ 5���76

ࣸਅᴷ ��　ൣଟ機械　'����8�　ΞεϑΝϧτϑΟχογϟ

▶〈14〉維持修繕・災害対策用機械および除雪機械

15-〈14〉-02
クボタ
スイング式電動草刈機　しずかる

GC-E300

’15.01発売
新機種

෯מ 3�� NNのి動自ࣜמ機である。%CブϥシレスϞータ

動によΓ૽Ի化，ແഉ出ガスでॅ地ۙ߫の地や学校・公Ԃۦ

なͲにおけるۙྡॅ民配ྀしたמΓ作業にదしている。

ϋンドルৼ動のݮによΓ作業者のෛ୲をܰݮ，作業度のϘ

ϦϡーϜௐ整によΓແஈ֊の作業度มߋによΓ作業者のา行度

に合わͤた作業ができる。

େ容量ϦνウϜイオンバッテϦ（クϘタి動ミχߞうΜ機のバッ

テϦと݉用可）はՈఉ用ిݯで؆୯にॆిができ，1回のॆిで

 6� のמ作業ができる。ిؾスイッνで؆୯に࢝動でき，Τ

ンジンࣜとൺて࢝動࣌のϦコイルやνョークのૢ作および೩ྉの

දᴷ ��　($�&��� ͷओͳ༷

�෯מ （NN） 3��

�高さמ （NN） 1�31（2 ஈ֊ௐઅ）

શ長ʷશ෯ʷશ高� （NN） 173� ʷ �3� ʷ �1�

機体質量� （LH） 3��8

定֨出力� （L8（PS）�NJOʵ 1） ��6（��8）�����

�େ出力࠷ （L8（PS）�NJOʵ 1） ��735（1��）�35��

動機の種ྨݪ %CブϥシレスϞータ

バッテϦの種ྨ ϦνウϜイオン

定֨ిѹ� （7） 36

バッテϦ容量� （"I�8I） 13�8��65（UZQ）

動方ࣜ࢝ スイッνؾి

ドϥイブ方ࣜ 動ۦྠ�

มஈ数 લ・ޙ進 1ஈ

作業度� （N�T） ��31 ʙ ��38

ਕ形ࣜמ ロータϦࣜ 1࣠ �ຕのフϦーਕ

Ձ֨（੫ൈき）� （ඦສԁ） 標準様 ��2� ʗ
バッテϦ 様ݸ2 ��28� ʗ
バッテϦ 様ݸ� ��1�1

合ͤઌɿ᷂クϘタ　関連技術部

˟ 5�3��823　େࡕ۠ࡖࢢࡖੴ北ொ 6�

ࣸਅᴷ ��　ΫϘλ　($�&���　εΠϯάࣜిಈמ機　͔ͣ͠Δ

දᴷ ��　'����8�ɼ#1��8�ͷओͳ༷

'1�3285 #P2585

本体質量� （LH） 5��� 5�7�

શ長� （NN） �685 �665

શ෯� （NN） 168�

શ高� （NN） 1���

ฮ෯� （N） 1�� ʙ 3�2
（༉ѹ৳ॖ）

1�� ʙ 2�5
（༉ѹ৳ॖ）

ฮް� （NN） 1� ʙ 15�

ฮ度� （N�NJO） 1�� ʙ 1��7

ϗッύ容量� （UPO） 3�3

定֨出力� （L8�NJOʵ 1） 3��7�22��

行ஔ形ࣜ ϗイールࣜ

Ҡ動度� （LN�I） � ʙ 7��

締固機構 バイブレータ

ৼ動数� （)[） � ʙ 5�

加方ࣜ ϓロύンブロアバーナࣜ

Ձ֨� （ඦສԁ） 22�8（੫ൈき） 21�3（੫ൈき）

保管・管理が不要である。

フϦーਕの採用とמΓ（ͻくがΓ，2� NN以下のמΓऔΓ）

ਕ機構מする独自のスインάࣜਕ部がલמは進行方向に対して࣌

によΓ，のഉ出がスϜーζでഅ力ロスがগないため高ີ度の地

でも高な作業を可としている。




